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金田町人の動き 

(9月1日現在） 

世帯数 2. 39 2 

人 口 8. 99 5 

男 4.404 女 4.591 

生 11 死 亡 3 

、入 50 転 出 22 

出

転
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長
寿
を
祝
う
 

金
田
町
敬
老
会
 

暑
か
っ
た
夏
も
よ
う
や
く
過
 

ぎ
て
、
朝
タ
涼
し
さ
を
覚
え
る
 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
吉
日
、
 

永
年
社
会
の
た
め
、
家
庭
の
た
 

め
に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
金
田
町
 

在
住
の
お
年
寄
り
の
長
寿
を
お
 

祝
い
す
る
、
昭
和
五
十
一
年
度
 

金
田
町
敬
老
会
が
金
田
小
学
校
 

体
育
館
で
、
来
賓
の
方
々
の
御
 

臨
席
の
も
と
に
盛
大
に
行
な
わ
 

れ
ま
し
た
。
 

今
年
度
は
明
治
三
十
九
年
九
 

月
十
五
日
以
前
に
生
れ
た
、
満
 

七
十
才
以
上
の
方
四
八
九
名
の
 

方
々
を
お
招
き
し
ま
し
た
が
、
 

四
五
一
名
の
い
づ
れ
も
壮
者
を
 

し
の
ぐ
、
元
気
な
お
姿
を
お
迎
 

え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

式
典
に
さ
き
だ
ち
、
会
場
受
 

付
に
お
い
て
、
満
七
十
才
以
上
 

の
方
々
に
本
町
よ
り
支
給
さ
れ
 

る
敬
老
年
金
と
記
念
品
が
贈
呈
 

さ
れ
ま
し
た
。
 

式
典
は
午
前
十
時
、
国
歌
斉
 

唱
に
は
じ
ま
り
、
亡
く
な
っ
た
 

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
祷
 

を
さ
さ
げ
八
十
才
以
上
の
方
に
 

県
知
事
、
町
長
よ
り
記
念
品
金
 

婚
式
該
当
者
に
町
よ
り
記
念
品
 

を
贈
り
ま
し
た
。
 

町
長
の
あ
い
さ
つ
、
町
議
会
 

議
長
の
祝
辞
、
老
人
の
議
甲
γ
 

以
っ
て
一
応
式
典
を
終
り
、
祝
 

宴
に
う
つ
り
ま
し
た
。
 

お
弁
当
、
お
酒
、
ジ
ユ
ー
ス
 

な
ど
で
和
や
か
に
会
食
し
な
が
 

ら
、
昔
語
り
に
打
ち
く
つ
ろ
ぎ
 

さ
ら
に
婦
人
会
支
部
よ
り
の
見
 

事
な
演
芸
の
披
露
が
あ
り
、
楽
 

し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
た
 

だ
き
、
午
後
一
時
祝
宴
の
幕
を
 

と
じ
ま
し
た
。
お
年
寄
り
の
皆
 

様
、
来
年
の
敬
老
会
に
も
、
ど
 

う
ぞ
お
元
気
な
お
姿
を
、
会
場
 

に
お
見
せ
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
 

祈
り
致
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
金
婚
式
該
当
者
御
夫
婦
 

〇
福
島
 
盛
 
道
（
上
金
田
）
 

『
こ
ツ
ョ
 

〇
出
水
 
堅
 
次
（
上
金
田
）
 

ス
ズ
コ
 

〇
阿
南
 
久
米
雄
（
人
見
）
 

キ
ク
ノ
 

〇
武
末
 

一 

生
（
新
町
）
 

ユ 

キ
 

〇
松
本
 
秀
雄
（
上
金
田
）
 

カ
メ
イ
 

◇
八
＋
八
才
以
上
の
御
老
人
 

山
ロ
 

テ
ィ
（
東
金
田
）
 

占
部
 

ミ
ッ
（
本
町
四
）
 

山
本
 

ウ
メ
（
天
神
町
）
 

七
田
 

ル
イ
 
（
東
金
田
）
 

桑
野
カ
ッ
ェ
（
西
金
田
）
 

若
江
 

ッ
ィ
（
天
神
町
）
 

川
津
 
豊
吉
（
高
畑
社
宅
）
 

稲
富
 

マ
ツ
ノ
（
人
見
）
 

永
末
 
秀
理
（
神
崎
）
 

【

、

【

、

《

、

【

、

ー

《

、

【

、

！

、

一

！

、

一

！

 

十
月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
名
神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）
八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
 

の
神
々
が
出
雲
の
国
に
集
ま
り
た
も
う
と
い
う
こ
と
か
ら
 

ま
た
雷
が
無
く
な
る
月
と
も
い
う
。
 

2723 21 20 18 10 1 
日 日 日 日 日 日 日 

法
の
日
・
労
働
衛
生
週
間
・
赤
い
羽
根
募
金
 

体
育
の
日
・
目
の
愛
護
デ
ー
 

統
 
計
 
の
 

日
 

秋
祭
り
（
稲
荷
神
社
神
幸
祭
）
 

電
信
電
話
記
念
日
 

読
 
書
 
週
 
間
 《

、
一
一
《
ョ
】
、
》
、
一
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老
令
年
金
を
受
け
る
に
 

日
ゾ
必
要
な
保
険
料
の
 

月
 

0
 

綱
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納

付

要

件

と

は

戸

 

国
民
年
金
の
老
令
年
金
を
受
 

け
る
た
め
に
は
、
国
民
年
金
に
 

加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
し
た
 

期
間
（
免
除
さ
れ
た
期
間
を
含
 

む
）
が
 25 

年
以
上
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
制
度
発
 

足
時
に
 31 

才
を
超
え
て
い
た
人
 

（
昭
和
5
年
4
月
1

日
ま
で
に
 

生
れ
た
人
）
は
、
経
過
措
置
と
 

し
て
 24 

年
か
ら
 10 

年
以
上
に
ま
 

で
短
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
、
国
民
年
金
制
度
 

が
発
足
し
た
昭
和
 36 

年
4
月
か
 

ら
国
民
皆
年
金
体
制
が
整
い
、
 

明
治
 44 

年
4
月
2

日
以
後
生
れ
 

の
人
は
、
8

つ
の
公
的
年
金
制
 

度
の
何
れ
か
に
加
入
す
る
こ
と
 

に
な
り
ま
す
が
、
 

一
つ
の
公
的
 

年
金
制
度
だ
け
で
は
老
令
（
退
 

職
）
年
金
の
受
給
資
格
を
取
得
 

し
え
な
い
場
合
も
生
じ
る
の
で
 

各
公
的
年
金
制
度
間
を
通
じ
て
 

一
定
の
加
入
期
間
 

（
国
民
年
 

金
の
場
合
は
、
保
険
料
を
納
付
 

し
た
期
間
ま
た
は
免
除
さ
れ
た
 

期
間
、
以
下
同
じ
）
に
達
す
れ
 

ば
、
該
当
す
る
公
的
年
金
制
度
 

か
ら
通
算
老
令
（
退
職
）
年
金
 

が
支
給
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
 

い
ま
す
。
 

こ
の
通
算
老
令
（
退
職
）
年
 

金
の
受
給
に
必
要
な
加
入
期
間
 

は
、
国
民
年
金
の
期
間
が
あ
る
 

場
合
は
、
各
公
的
年
金
制
度
の
 

加
入
期
間
を
合
算
し
て
 25 

年
以
 

上
、
ま
た
は
国
民
年
金
を
除
い
 

た
各
公
的
年
金
制
度
の
加
入
期
 

間
を
合
算
し
て
加
年
以
上
と
な
 

っ
て
お
り
、
昭
和
5
年
4
月
1
 

日
ま
で
に
生
れ
た
人
に
対
す
る
 

経
過
措
置
は
、
国
民
年
金
の
老
 

令
年
金
の
受
給
に
必
要
な
保
険
 

料
納
付
済
期
間
の
経
過
措
置
と
 

同
じ
で
す
。
 

し
た
が
っ
て
、
昭
和
 36
 

年
4
 

月
以
降
、
該
当
す
る
公
的
年
金
 

制
度
に
加
入
し
さ
え
し
て
い
れ
 

ば
、
必
ら
ず
老
令
（
退
職
）
年
 

金
ま
た
は
通
算
老
令
（
退
職
）
 

年
金
の
受
給
権
を
取
得
す
る
こ
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
8

つ
の
公
的
年
金
 

制
度
の
な
か
で
国
民
年
金
制
度
 

だ
け
は
、
自
主
加
入
、
自
主
納
 

付
の
し
く
み
を
と
っ
て
い
る
の
 

で
注
意
を
怠
り
ま
す
と
、
国
民
 

年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
の
に
加
入
し
て
い
な
か
っ
 

た
り
、
加
入
し
て
い
て
も
保
険
 

料
を
納
付
し
て
い
な
か
っ
た
り
 

し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
う
い
う
人
は
、
老
令
年
金
や
 

通
算
老
令
年
金
の
受
給
資
格
期
 

間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
 

結
果
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
自
 

分
は
今
、
ど
の
年
金
制
度
に
加
 

入
し
て
い
る
の
か
、
常
に
注
意
 

し
、
国
民
年
金
に
該
当
す
る
期
 

間
に
つ
い
て
は
、
保
険
料
は
納
 

期
限
ま
で
に
必
ら
ず
納
付
す
る
 

よ
う
に
し
ま
し
よ
・
っ
。
 

お
問
合
せ
は
、
役
場
の
国
民
 

年
金
の
窓
ロ
で
行
な
っ
て
く
だ
 

さ
い
。
 

福
祉
係
よ
り
 

児

童

手

当

 の
 

受

給

に

つ

い

て

 

＋
八
才
未
満
か
ら
数
え
て
第
 

三
子
以
後
が
義
務
教
育
終
了
前
 

の
児
童
の
い
る
家
庭
は
、
支
給
 

条
件
に
骸
当
す
る
場
合
、
児
童
 

手
当
が
受
給
で
き
ま
す
。
も
し
 

該
当
す
る
児
童
が
お
り
ま
し
た
 

ら
、
印
か
ん
持
参
の
上
係
に
て
 

手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。
 

尚
、
現
在
受
給
し
て
い
る
方
 

で
転
入
、
転
出
、
住
所
変
更
等
 

何
か
変
動
が
あ
っ
た
場
合
は
係
 

ま
で
直
ち
に
申
し
出
て
下
さ
 

い
。
詳
し
く
は
係
に
お
問
合
せ
 

下
さ
い
。
 

住
民
課
福
祉
係
 

恩
給
法
並
び
に
遺
族
等
援
護
法
 

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
 

施
行
さ
れ
ま
す
 

恩
給
法
並
び
に
遺
族
等
援
護
 

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
 

が
昭
和
五
十
一
年
七
月
一
日
施
 

行
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
 

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
詳
細
に
 

つ
い
て
は
、
役
場
福
祉
係
の
窓
 

口
に
ご
相
談
下
さ
い
。
 

⑥
恩
給
法
関
係
（
主
な
も
の
）
 

m
普
通
思
給
等
の
最
低
保
障
の
 

改
善
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田
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子

供

会

 

☆一 
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ー
ー
「
「
1
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ィ
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．

 

☆
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婦
☆
☆
☆
☆
☆
現
善
ス
状
ー
ソ
た
、
べ
☆
奴
 

去
る
九
月
五
日
方
城
町
に
お
 

い
て
、
九
カ
町
村
対
抗
に
よ
る
 

田
川
郡
子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
 

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

種
目
と
し
て
は
、
男
子
ソ
フ
ト
 

ボ
ー
ル
、
女
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

が
行
な
わ
れ
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

の
部
に
お
い
て
、
金
田
町
チ
ー
 

ム
が
堂
々
初
優
勝
を
成
し
遂
げ
 

ま
し
た
。
 

男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
は
、
惜
し
 

く
も
一
勝
一
敗
で
優
勝
決
定
戦
 

ま
で
進
出
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
 

が
、
来
年
こ
そ
は
と
今
か
ら
張
 

り
切
っ
て
お
り
ま
す
。
 

尚
、
代
表
選
手
は
左
記
の
と
お
 

り
で
す
。
 

《
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部
》
 

監
督
 
尾
崎
清
一
 

主
将
 
丸
山
隆
徳
 

選
手
 
安
方
直
樹
 
山
本
恵
介
 

相
原
恵
介
 
峯
岡
秀
忠
 

花
石
哲
臣
 

井
上
法
行
 

入
代
武
士
 

平
島
良
一
 

和
田
智
幸
 

一 

町
 

【 

田
 

藤
本
祥
範
一
 

金
 

植
高
直
樹
一
 

堀
田
清
太
一
 

L 青少年補導連絡会 

る
 

‘
ご
 結 成 

植
高
一
広
一
 

町
民
の
皆
様
も
新
聞
や
テ
レ
 

小
松
志
洋
ー
ビ
で
ご
承
知
の
よ
う
に
、
次
の
 

《女子バド
I
I
ジ
ト
ン
の
部
》
喋
騒
鶴
韓
解
編
 

監
督
 
平
井
誠
一
 

一
進
み
、
重
大
な
る
社
会
問
題
と
 

「
姦
が
繋
」
繁
」
鷺
舞
 

桑
野
千
秋
 
桑
野
典
子
 

丸
山
理
恵
 
木
戸
美
香
 

一
 

毎
月
一
日
は
田
川
地
 

区
住
民
防
災
の
日
 

②
普
通
扶
助
料
及
び
公
務
扶
助
 

料
の
年
額
に
対
す
る
加
算
措
 

置
 

⑧
六
十
才
以
上
の
旧
軍
人
等
の
 

加
算
減
額
率
の
緩
和
 

④
平
病
死
（
非
公
務
）
に
よ
る
 

傷
病
年
金
等
の
受
給
者
の
遺
 

族
年
金
支
給
（
一
〇
万
円
）
 

⑤
女
子
公
務
員
の
夫
に
対
す
る
 

扶
養
加
給
支
給
条
件
の
緩
和
 

本
町
に
於
き
ま
し
て
も
、
青
 

少
年
問
題
協
議
会
よ
り
委
嘱
さ
 

れ
た
青
少
年
指
導
委
員
の
方
た
 

が
本
町
青
少
年
の
指
導
育
成
に
 

取
組
ま
れ
、
ま
た
警
察
補
導
員
 

P
T
A
、
そ
の
他
各
種
団
体
が
 

目
的
で
そ
れ
ぞ
れ
活
動
さ
れ
て
 

い
ま
し
た
が
、
現
在
の
社
会
情
 

勢
か
ら
抜
本
的
に
組
織
を
強
化
 

し
態
勢
を
整
え
よ
う
と
、
数
度
 

の
打
合
せ
、
協
議
を
重
ね
て
、
 

各
種
団
体
よ
り
活
動
家
が
選
び
 

出
さ
れ
て
去
る
入
月
六
日
金
田
 

町
補
導
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
、
 

青
少
年
の
補
導
育
成
活
動
が
展
 

開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

町
民
の
皆
様
も
現
状
を
よ
く
 

ご
理
解
下
さ
い
ま
し
て
、
金
田
 

町
補
導
連
絡
会
の
活
動
に
ご
協
 

力
下
さ
い
。
 

な
お
、
会
長
、
副
会
長
に
は
 

次
の
方
々
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
 

会
 
長
 
柴
 
田
 
鉄
 
男
 

副
会
長
 
小
 
野
 
ト
メ
子
 

副
会
長
 
松
 
村
 
成
 
美
 

青
少
年
問
題
協
議
会
 

ク
 

ク
 

ク
 

か
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

日
赤
募
金
へ
の
ご
協
力
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

ク
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

例
年
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
 

日
赤
募
金
も
本
町
婦
人
会
の
幹
 

部
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
努
力
 

と
、
町
民
各
位
の
趣
旨
に
対
す
 

る
ご
理
解
と
に
よ
り
、
お
蔭
様
 

を
も
ち
ま
し
て
本
年
竃
の
目
標
 

額
を
突
破
し
て
総
額
二
十
八
万
 

一
千
九
百
十
七
円
と
な
り
ま
し
 

た
。
あ
り
が
た
く
厚
く
お
礼
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

今
後
共
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
 

申
し
上
げ
ま
す
。
 

れ
を
著
し
く
上
廻
る
自
動
車
保
 

有
台
数
の
増
加
に
よ
り
、
道
路
 

資
産
と
自
動
車
交
通
の
ア
ン
．
ハ
 

ラ
ン
ス
は
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
 

っ
て
お
り
、
こ
れ
が
交
通
の
混
 

雑
と
激
化
と
交
通
事
故
の
増
大
 

を
ま
ね
き
、
経
済
活
動
と
国
民
 

生
活
を
阻
害
す
る
重
大
な
要
因
 

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
鑑
み
、
 

毎
年
建
設
省
、
福
岡
県
、
金
田
 

拝
云
寺
主
山
隊
こ
上
る
」
旦
客
受
蔭
《
里
 

（
六
十
才
以
上
）
 

⑥
旧
満
州
国
農
産
物
検
査
職
員
 

と
し
て
の
在
職
期
間
を
公
務
 

員
期
間
に
通
算
 

⑦
普
通
恩
給
と
併
給
さ
れ
る
傷
 

病
年
金
等
の
減
額
率
の
緩
和
 

（
一
五
％
ー
一
O
%) 

⑧
大
平
洋
戦
争
前
の
傷
病
者
に
 

対
す
る
傷
病
年
金
の
支
給
条
 

件
の
緩
和
 

⑨
遺
族
等
援
護
法
関
係
 

（
主
な
も
の
〕
 

m
年
金
額
の
増
額
⑨
平
病
死
遺
 

族
年
金
等
の
支
給
 

（
一
〇
万
円
〕
 

⑧
夫
に
係
る
遺
族
年
金
等
の
支
 

給
条
件
の
緩
和
 

（
六
十
才
以
上
）
 

④
遺
族
一
時
金
に
係
る
制
限
期
 

間
の
延
長
 

⑤
再
婚
解
消
妻
等
に
係
る
再
婚
 

解
消
期
限
の
延
長
 

⑥
戦
傷
病
者
特
別
援
護
法
に
よ
 

る
援
護
拡
大
 

④
療
養
手
当
の
月
額
の
引
き
 

上
げ
 

＠
葬
祭
費
の
額
の
引
き
上
げ
 

⑥
特
別
給
付
金
関
係
 

（
主
な
も
の
）
 

戦
没
者
等
の
妻
に
対
す
る
特
別
 

給
付
金
関
係
 

m
前
回
再
婚
解
消
妻
等
と
し
て
 

「3
号
」
の
特
別
給
付
金
を
 

受
給
し
た
者
で
、
昭
和
五
十
 

一
年
＋
月
一
日
に
於
て
、
遺
 

族
年
金
受
給
中
の
者
 

⑨
戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る
 

特
別
給
付
金
の
受
給
権
を
取
 

得
し
た
者
で
、
当
該
戦
傷
病
 

者
が
昭
和
四
十
入
年
四
月
一
 

日
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
 

り
、
戦
没
者
の
妻
と
し
て
昭
 

和
五
十
一
年
十
月
一
日
に
於
 

て
公
務
扶
助
料
等
を
受
給
中
 

の
者
。
 

以
上
の
方
に
、
額
面
六
十
万
円
 

、
十
年
償
還
の
国
債
が
支
給
さ
 

れ
ま
す
。
請
求
期
間
は
、
昭
和
 

五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
三
R
 

年
で
す
。
 

創業60 周年を迎える 

郵便局の簡易保険 

10 月は簡易保険月間 

簡
易
保
険
は
、
大
正
五
年
十
 

月
一
日
か
ら
無
診
査
、
月
掛
集
 

金
を
特
徴
と
し
た
国
営
の
生
命
 

保
険
と
し
て
創
設
さ
れ
、
全
国
 

の
郵
便
局
で
そ
の
取
扱
い
が
開
 

始
さ
れ
ま
し
た
。
 

以
来
六
＋
年
間
郵
便
局
の
簡
 

易
保
険
と
し
て
、
広
く
皆
様
に
 

愛
さ
れ
、
親
し
ま
れ
、
利
用
さ
 

御
身
か
毛
い
申
柳
身
が
 

拡

張

き

 れ
 
ま
 
し
 
た
 

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
 

て
庁
舎
事
自
り
拡
張
工
事
を
 

進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
 

ど
完
成
し
、
開
業
の
運
び
と
な
 

り
ま
し
た
。
場
所
は
玄
関
右
側
 

で
旧
ピ
ロ
テ
ィ
ー
部
分
で
す
。
 

配
置
さ
れ
る
課
は
、
建
設
課
、
 

水
道
課
、
鉱
害
課
（
新
設
）
で
 

こ
れ
ま
で
二
階
に
事
務
室
が
あ
 

り
、
住
民
の
皆
様
に
な
に
か
と
 

ご
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
し
た
が
 

こ
れ
で
一
階
部
分
で
す
べ
て
の
 

用
件
が
処
理
で
き
る
よ
う
に
な
 

り
ま
し
た
。
 

尚
、
玄
関
が
「
自
動
ド
ア
ー
 

」 
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
 

ら
せ
い
た
し
ま
す
。
 

昭
和
五
十
一
年
秋
の
全
国
 

道
路
愛
護
運
動
に
つ
い
て
 

わ
が
国
の
道
路
整
備
は
昭
和
 

二
十
九
年
度
か
ら
発
足
し
た
道
 

路
整
備
五
カ
年
計
画
の
策
定
を
 

契
機
に
本
格
化
し
、
以
来
今
日
 

ま
で
飛
躍
的
に
促
進
さ
れ
、
わ
 

が
国
の
経
済
成
長
と
地
域
開
発
 

に
大
き
く
貢
献
し
て
来
ま
し
た
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
道
路
投
 

資
規
模
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
 

町
等
主
催
に
よ
る
道
路
愛
護
運
 

動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
こ
 

の
運
動
は
国
民
一
般
に
道
路
の
 

正
し
い
使
用
と
道
路
愛
護
の
思
 

想
の
徹
底
を
図
り
、
道
路
環
境
 

を
積
極
的
に
整
備
す
る
こ
と
を
 

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
金
田
町
民
一
人
一
 

人
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
道
 

路
を
広
く
、
美
し
く
、
ま
た
安
 

全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
 

る
た
め
に
も
、
次
の
事
項
に
つ
 

い
て
周
知
徹
底
致
し
ま
し
よ
う
 

m
道
路
を
み
だ
り
に
自
動
車
、
 

自
転
車
、
商
品
、
資
材
等
の
 

置
場
又
は
作
業
場
と
し
て
使
 

用
し
な
い
こ
と
。
 

②
士
砂
、
ご
み
等
を
道
路
に
捨
 

て
な
い
こ
と
。
 

⑧
建
設
工
事
の
施
工
に
伴
う
土
 

砂
、
資
材
等
を
運
搬
す
る
ダ
 

ン
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
等
に
つ
い
 

れ
た
結
果
、
現
在
総
加
入
件
数
 

五
千
万
件
、
契
約
高
は
二
十
八
 

兆
円
、
資
金
総
額
は
七
兆
円
を
 

超
え
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
簡
保
資
金
は
、
加
入
者
 

の
大
切
な
財
産
と
し
て
市
町
村
 

な
ど
の
地
方
公
共
団
体
を
は
じ
 

め
公
社
、
公
庫
、
公
団
な
ど
政
 

府
機
関
に
融
資
さ
れ
、
住
宅
や
 

道
路
、
学
校
、
交
通
機
関
な
ど
 

皆
様
の
生
活
に
結
び
つ
い
た
身
 

近
か
な
生
活
環
境
の
整
備
拡
充
 

に
役
立
っ
て
い
ま
す
。
 

金
田
町
に
も
事
業
等
に
本
資
 

金
の
融
資
を
受
け
て
お
り
ま
 

す
。
こ
の
ほ
か
、
簡
易
保
険
で
 

は
加
入
者
ホ
ー
ム
、
保
養
セ
ン
 

タ
ー
、
診
療
所
な
ど
の
福
祉
施
 

設
を
全
国
各
地
に
設
置
し
、
加
 

入
者
の
福
祉
の
増
進
に
も
努
め
 

て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
創
業
記
念
日
に
ち
な
 

ん
で
、
毎
年
十
月
を
簡
易
保
険
 

月
間
」
と
名
付
け
て
お
り
ま
す
 

が
、
今
年
は
「
創
業
六
十
周
年
 

を
記
念
し
て
、
全
国
的
に
も
P
 

R
活
動
と
新
加
入
運
動
を
展
開
 

し
、
簡
易
保
険
に
対
す
る
皆
様
 

の
理
解
と
信
頼
を
一
層
深
め
る
 

と
共
に
、
ま
だ
簡
易
保
険
に
加
 

入
さ
れ
て
い
な
い
方
々
に
も
積
 

極
的
に
呼
び
か
け
、
保
障
の
あ
 

る
生
活
が
送
れ
安
心
し
て
働
け
 

る
よ
う
お
励
め
し
て
お
り
ま
す
 

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
郵
便
局
 

の
簡
易
保
険
に
加
入
さ
れ
ま
す
 

よ
う
お
励
め
し
ま
す
。
 

ー 

略
」
」
群
v
J
 

、 

て
は
道
路
を
汚
損
す
る
こ
と
 

の
な
い
よ
う
充
分
留
意
す
る
 

こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、
最
大
 

積
載
量
を
超
え
て
運
転
し
な
 

い
こ
と
。
 

田
特
殊
車
両
の
通
行
に
つ
い
て
 

は
あ
ら
か
じ
め
道
路
管
理
者
 

に
事
前
協
議
を
す
る
こ
と
。
 

⑤
道
路
上
ま
た
は
道
路
に
接
し
 

た
場
所
に
お
け
る
建
設
工
事
 

に
つ
い
て
は
標
識
、
保
安
さ
 

く
、
保
安
灯
を
設
讃
す
る
こ
 

と
。
尚
、
夜
間
に
つ
い
て
は
 

赤
色
灯
を
設
置
す
る
こ
と
。
 

⑥
道
路
占
有
、
道
路
堀
削
等
に
 

つ
い
て
は
道
路
管
理
者
の
許
 

可
を
受
け
る
こ
と
。
 

建
設
課
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

ー
社
会
慌
、
・
f
議
会
へ
ー
 

金
一
、
甘
r
一．・・ 

康
文
様
 

金
一
 

紗
ギ
‘
美
津
子
様
 

金
一
封
 

詰
中
サ
カ
ュ
様
 

金
一
封
 

末
永
ハ
ル
子
様
 

金
一
封
 

山
本
 
恵
治
様
 

金
一
封
 

森
 

数
馬
様
 

ー

小

学

校

 へ
 
ー
 

金
一
封
 

永
末
 

正
数
様
 

金
一
封
 

荒
牧
 
妙
子
様
 

ー
小
学
校
及
ひ
公
民
舘
へ
ー
 

金
一
封
 

木
村
 
新
吾
様
 

ー
小
中
学
校
及
ひ
公
民
舘
へ
ー
 

金
一
封
 

辰
島
ミ
ツ
ル
様
 

金
一
封
 

神
田
 
英
子
様
 

右
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
と
し
 

で
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

の
で
、
ご
芳
志
に
添
う
べ
く
有
 

意
義
に
使
用
さ
せ
で
い
た
だ
き
 

た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ノ 
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小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
 

投
与
の
実
施
に
つ
い
て
 

昭
和
 51 

年
度
秋
季
小
児
マ
ヒ
 

生
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
次
の
と
お
 

り
実
施
致
し
ま
す
。
 

一
、
と
 

き
 

10 

月
7

日
（
木
曜
日
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

二
、
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

三
、
該
当
者
 

生
後
3

カ
月
ー
 18 

カ
月
迄
の
者
 

四
、
料
金
無
料
 

五
、
該
当
者
以
外
の
方
は
投
与
 

出
来
ま
せ
ん
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

下
さ
い
。
 

※
こ
の
生
ワ
ク
チ
ン
投
与
は
生
 

後
3

カ
月
か
ら
 18 

カ
月
ま
で
 

の
内
に
2
回
投
与
し
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

尚
、
漏
れ
た
者
に
つ
い
て
は
 

前
回
ま
で
は
、
田
川
保
健
所
 

で
投
与
し
て
い
ま
し
た
が
、
 

今
回
よ
り
実
施
致
し
ま
せ
ん
 

の
で
、
念
の
た
め
申
し
添
え
ま
 

す。 
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
 

・
禁
止
に
 
つ
い
て
 

最
近
、
金
田
町
の
各
地
区
で
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
行
な
わ
れ
 

て
い
ま
す
の
で
、
ゴ
ミ
は
絶
対
 

に
す
て
な
い
よ
う
に
し
、
毎
週
 

定
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
収
集
日
に
ゴ
 

、
、
、
を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
 

う
。
も
し
不
法
投
棄
を
す
る
と
 

廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
罰
せ
ら
 

れ
ま
す
。
 

に 犬 

の
 
放

し

飼

い

 

つ
 

い
 

て
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
 

ら
犬
の
問
題
等
で
ご
協
力
を
い
 

た
だ
き
感
謝
致
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
最
近
飼
い
犬
の
は
 

な
し
飼
い
が
多
く
、
人
畜
や
農
 

作
物
に
被
害
を
あ
た
え
て
い
る
 

等
の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
夜
だ
 

け
放
し
飼
い
に
し
て
い
る
の
で
 

自
分
の
と
こ
ろ
は
関
係
な
い
と
 

い
う
軽
い
気
持
ち
で
犬
の
放
し
 

飼
い
を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
 

そ
の
よ
う
な
事
は
し
な
い
で
下
 

さ
い
。
 

『
不
用
犬
に
つ
い
て
』
 

も
し
犬
が
い
ら
な
く
な
っ
た
 

場
合
は
、
田
川
保
健
所
よ
り
毎
 

週
木
曜
午
前
九
時
ご
ろ
役
場
に
 

取
り
に
来
ま
す
の
で
、
木
曜
日
 

の
朝
九
時
ま
で
か
又
は
前
日
に
 

役
場
ま
で
連
れ
て
来
て
下
さ
い
 

※
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
 

い
よ
う
に
町
民
皆
ん
な
で
心
が
 

け
ま
し
よ
う
。
 

乳
児
一
斉
検
診
及
び
 

コ 
ン
 
ク
 
ー
 
ル
実
施
 

昭
和
 51 

年
度
秋
季
乳
児
一
斉
 

検
診
及
び
コ
ン
ク
ー
ル
を
次
の
 

と
お
り
致
し
ま
す
。
 

一
、
と
・
き
 

10 

月
6

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

ニ
、
と
こ
ろ
 

金
田
町
中
央
公
民
館
 

三
、
該
当
者
 

昭
和
 50 

年
8
パ
3

日
か
ら
昭
和
 

51 

年
7
月
 31 

日
ま
で
生
れ
た
も
 

の。 
※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

下
さ
い
。
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

警
 
察
 
官
 
募
 
集
 

10 

月
 20 

日
（
水
）
ま
で
 

◇

資

 

格
 

短
大
及
び
高
校
卒
業
者
又
は
 

昭
和
 52 

年
3
月
ま
で
に
卒
業
 

見
込
み
の
者
（
昭
和
m

年
4
 

月
2

日
か
ら
 34 

年
4
月
1

日
 

ま
で
に
生
れ
た
男
子
）
大
学
 

卒
業
者
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
 

◇

受

験

日

 

昭
和
 51
 

年
 10 

月
 31 

日
（
日
）
 

◇

試

験

場

 

福
 
岡
 
市
（
城
南
高
校
）
 

北
九
州
市
（
小
倉
高
校
）
 

飲
 
塚
 
市
（
嘉
穂
高
校
）
 

久
留
米
市
（
明
善
高
校
）
 

県
外
試
験
場
は
熊
本
市
 

◇
問
合
せ
先
 

田
川
警
察
署
・
警
務
課
 

電
話
（
田
川
）
②
二
一
二
〇
 

危

険

物

取

扱

者

 

準
 
備
 
講
 
習
 
会
 

昭
和
五
十
一
年
度
第
二
十
一
 

回
危
険
物
取
扱
者
試
験
が
来
る
 

十
一
月
七
日
（
日
曜
日
）
県
立
 

西
田
川
高
校
で
行
わ
れ
ま
す
し
 

こ
れ
に
先
が
け
、
当
出
川
地
区
 

防
災
協
会
で
は
、
試
験
に
伴
う
 

準
備
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
 

施
致
し
ま
す
。
 

一
、
講
習
日
時
 

五
十
一
年
十
月
三
十
一
日
 

（
日
）
九
時
ー
十
七
時
ま
で
 

ニ
、
講
習
場
所
 

田
川
市
東
区
松
原
一
区
 

田
川
医
師
会
準
看
護
学
校
 

三
、
受
付
期
間
 

五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
 

五
十
一
年
十
月
六
日
ま
で
 

四
、
受
講
手
続
き
 

①
田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課
 

②
田
川
地
区
消
防
署
金
田
分
署
 

五
、
受
講
料
 

防
災
協
会
会
員
 

八
百
円
 

非
 
会
 
員
 

千
 
円
 

但
し
テ
キ
ス
ト
代
は
含
ま
な
 

い。 

、 

毎
月
第
四
水
曜
日
は
心
配
ご
 
に
本
町
で
は
、
心
配
ご
と
相
談
 

と
相
談
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

会
を
毎
月
一
回
設
け
て
い
ま
 

十
月
は
二
十
七
日
で
す
。
 

す。 

皆
さ
ん
方
の
中
で
日
常
生
活
を
 

相
談
を
担
当
す
る
方
は
福
岡
 

、
心
配
一
」
と
相
談
日
 

し
て
い
く
う
え
で
い
ろ
い
ろ
な
 
法
務
局
田
川
支
局
職
員
、
金
田
 

心
配
ご
と
が
生
じ
て
来
る
こ
と
 
町
行
政
相
談
員
、
人
権
擁
護
委
 

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
よ
う
 
員
、
民
生
委
員
の
方
々
で
す
。
 

か
。
そ
の
よ
う
な
時
、
心
配
ご
 
ど
う
ぞ
気
軽
に
で
利
用
下
さ
い
 

と
を
早
く
解
決
し
て
い
く
た
め
 

住

民

係

 

か
 

ク
 

ク
 

ク
 

ル
 

ク
 

ク
 

ク
 

県
民
手
帳
予
約
募
集
 

六
、
携
行
品
 

毎
年
好
評
を
博
し
て
お
り
ま
 

昼
食
筆
記
用
具
テ
キ
ス
ト
 
す
福
岡
県
民
手
帳
の
購
入
予
約
 

七
、
受
験
・
受
講
手
続
き
 

募
集
を
始
め
ま
し
た
。
 

受
験
願
書
、
受
講
申
込
書
の
 

こ
の
手
帳
は
、
執
務
と
日
常
 

受
付
は
十
月
一
日
ー
十
月
六
 
生
活
に
役
立
つ
最
近
の
資
料
を
 

日
ま
で
受
講
手
続
き
場
所
で
 
収
録
し
て
お
り
、
と
く
に
使
い
 

行
い
ま
す
。
 

や
す
く
見
や
す
く
編
集
い
た
し
 

会
計
の
窓
口
に
は
必
 

ら
ず
、
忘
れ
ず
に
、
 

納
付
書
を
持
っ
て
行
 

き
ま
し
よ
う
ノ
 

会
計
の
窓
口
で
色
々
税
金
等
 

を
納
め
ま
す
が
、
そ
の
際
皆
さ
 

ん
の
な
か
で
令
書
を
持
っ
て
来
 

ら
れ
な
い
人
が
最
近
多
い
よ
う
 

で
す
。
窓
口
で
は
大
変
困
る
と
 

と
も
に
、
不
経
済
で
す
か
ら
会
 

計
の
窓
口
に
来
ら
れ
る
と
き
に
 

は
必
ら
ず
、
配
付
さ
れ
た
納
付
 

書
に
よ
っ
て
的
J
」c 

ょ
う
 

ご
協
力
願
い
ナ
 

し 

て
お
り
ま
す
。
 
ご
希
望
の
方
は
 

総
務
課
広
報
係
ま
で
申
込
み
下
 

さ
い
。
 

普
通
版
 

二
〇
〇
円
 

大
型
版
 

二
七
〇
円
 

み
 

な
 

さ
 

ん
 

行
政
に
こ
満
足
で
す
か
 

毎
年
十
月
十
七
日
か
ら
十
月
 

二
十
三
日
ま
で
一
週
間
が
「
行
 

政
相
談
週
間
」
と
な
つ
て
い
ま
 

す
。
本
町
で
は
香
月
豊
さ
ん
が
 

行
政
相
談
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
 

お
り
ま
す
の
で
、
行
政
に
対
す
 

る
意
見
の
お
持
ち
の
方
は
ご
遠
 

慮
な
く
ご
利
用
下
さ
い
。
 

相
談
日
 
十
月
十
八
日
（
月
）
 

十
月
二
十
日
 
（水） 

十
月
二
十
ニ
日
（
金
）
 

時
 
間
 
九
時
よ
り
三
時
ま
で
 

場
 
所
 
金
田
町
役
場
 

交
通
安
全
 

『

 

し
よ
う
。
 
・
 

‘
 

・
 

、 


